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早稲田大学西洋史研究会第 47回大会（文学部 36号館 681教室）            2005/12/17 

市民文化の構造転換 ― 18世紀から 19世紀へ 
［コメント］2つの世紀の間 ― 市民と国民 

     福田 宏 (hfukuda@slav.hokudai.ac.jp) 

     北大スラブ研究センター21世紀 COE研究員 

     http://hfukuda.cool.ne.jp/ 

はじめに ― バロック，古典派と「国民学派」の断絶？ 

I. 3つの劇場 
 19世紀の国民劇場 Národní divadlo(1881,83)と新ドイツ劇場(1888) 

18世紀のノスティッツ劇場 Gräflich-Nostitz’sche Nationaltheater(1783) 

  (今日の Stavovské divadlo, Ständetheater)  

II. 3つの博覧会 
 1891年の博覧会（プラハ）と 1906年の博覧会（Liberec, Reichenberg） 

 1791年の博覧会（レオポルト 2世戴冠記念） 

III. 体操 Turnen 
 Gymnastik から Turnen へ（グーツムーツとヤーンの間） 

 ティルシュ Miroslav Tyrš によるチェコ体操(1870’s) →「国民学派」との類似性 

IV. 古代ギリシア観 
 市民的＝国民的エートスとしての古代ギリシア ex. 1912年のソコル体操祭典 

 優秀人種にのみ認められた「古代五種競技」(1886) 

ex. トゥルネンにおける「アーリア条項」 

V. ジェンダー 
 女性と小国民 → オリエンタリズムの対象であり担い手でもある 

  ex. 戦間期ブレーメンにおける売春婦と女性市民の争い 

おわりに 
 3つの視点 ― 19世紀，チェコ地域 Böhmische Länder，体操 

 ドイツと中欧(Zentraleuropa, Mitteleuropa, Ostmitteleuropa) 

  地域概念の曖昧さ―点から面へ，宮廷から市民（国民）へ 

 

ベンダ家(ex. Jiří Benda, Georg Anton Benda, 1722-1795) 

シュタミツ家(ex. Jan Václav Antonín Stamic, Johann Stamitz, 1717-1757) 

“Co Čech, to muzikant チェコ人は皆音楽家” 

スメタナ(Bedř ich Smetana, 1824-1884) 

ドヴォジャーク(Antonín Dvořák, 1841-1904) 
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